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病院によって、あるいは診療科によって
混雑状況が大きく違うことも

病院待ち時間の現状

もっと空いてる病院があったのに…

混雑状況があらかじめわかっていれば…



病院待ち時間の現状

利用者は
初診で最適な病院に行き着くのがむづかしい

病院でどんな検査ができるのか知りたい…
紹介状書いてもらうなら最初からそ

こに行けばよかった…



目的

病院と利用者の”マッチング”に
よる待ち時間の短縮をめざす



どんな情報が必要か？

・病院の位置情報と所要時間

・1週間の混雑状況



どんな情報が必要か？

・どのような診療科があるか

・病院の設備情報の公開

MRI検査ができる病院はどこだろう？

○○科はあるのかなぁ…



もとめられる機能

患者の居場所や症状から最適な病院の提案



どんな機能が必要か

•予約システム



どんな機能が必要か

•オンライン問診票

•待ち時間の通知機能



利
用
者

マッチングシステム
情報入力

マッチングの
結果の表示

予約フォームの入力

予約

予約



入力、結果画面

入力画面 結果画面



たくさんの人に使ってもらえるように

患者のメリットが多い

たくさんの人に使ってもらうために

→病院と患者の双方にメリットを増やす



オンライン問診票、事務仕事の見直し

→病院側は人件費を削減できる

予約者の予約時間最適化

→混雑を分散し空いている時間に患者を診ることができる

→協力してくれる病院が増える

→さらなるサービスが提供できる



実施手順(工程計画)

情報集め

システム

構築

運用改善
マッチング

の改善

運用予想

時期など



今後の課題

•オンライン問診票が個人情報に関わる

•どのように売り出していくか



ありがとうございました


